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稲盛さん亡き後も人気の稲盛
ライブラリー
地元新聞の報道によれば、京都市伏見
区京セラ本社内にある「稲盛ライブラ
リー」への来場者が、開業12年で20万人
を超えた。2024年度は初めて年間来場

者が３万人に達した。逝去から３年経っても、いまなお経営哲学
や人生訓を学ぼうとする経営者は多い。＜解説＞中国でも人気
の盛和塾。ライブラリーには中国からの来場者も多い。企業団
体の集合研修にも多く利用されている。このライブラリーは2013

年に京セラ本社に隣接するビルに開設された。京セラだけでなく、
関係した第二電電、日本航空などの関連資料、社会貢献の足
跡などが展示されている。本人の京セラ内にあった執務室も移
転されている。開設直後は年間１万人くらいだったが、2024年度

は３万人を超えた。海外からの来場者は、アジア諸国が目立つ。
中国、台湾、韓国などからの企業幹部の見学者が多い。

ライブラリーの担当者の見立てでは、東南アジア諸国
が高度成長期から安定成長期に移行しつつあり、利
益重視の経営から新たな価値観の創造に軸足を移し
ている時期に差し掛かっているという理由ではないか
と感想を述べている。韓国では、東南アジアでは50年

以上の長期における企業経営が継続するという事例
が少なく、京都のナショナルブランドの企業の経営哲
学を学ぼうとする姿勢がうかがえる。最近では、大谷
翔平選手が稲盛さんの著書を愛読書の一冊に選んだ
ことが公表されると、野球ファンの来場者が増えたと
いう。死後も来場者が絶えず、増え続けるということは、
数字や経営のテクニックではなく、経営に対する心構

えが最も大切という教えに多くの人が共感していることの証だ
ろう。一方で、経営はきれいごとではないという教えもある。最
終的には収益を高め、待遇を改善し、環境を良くし、内部留保
を厚くして、不測の事態に備える。そのためには、価格の決定
から、利益率の向上など、経営の基本を大事にするという姿
勢が大切だと説く。永遠に基本は変わらない。その基本をな
ぜか忘れたときが、企業経営に危機が訪れる。つまりは経営
者の考え方次第だ。たまには、時間を作ってライブラリーを訪
れ、企業経営の初心に立ち返ることが必要かもしれない。い
つか、経営者の聖地になる可能性がある。京都を訪れる人が
一度は足を運ぶ名所になってもらいたいものだ。
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